



























































































































高さ 5ｍのアスファルトで覆われた巨大な丘となっている。横404 .4ｍ、縦196 .4ｍの敷地で、
（株）カネカ管理部分44000ｍ2、三菱製紙（株）管理部分7000ｍ2、浚渫固化土224000ｍ3、覆土
59000ｍ3。これまで兵庫県と高砂市による監視の下、土地の所有者である両社が「高砂西港盛








































































































































住民説明会やミーティングでの議論の外、平成20年 8 月から 9月に意見募集も実施している。
その結果、14件の意見書が提出されている。
また住民意見書の外に、推進協議会会長宛に、 2団体から要望が提出されている。その要旨
は「工法の選定については拙速に決定しないこと」「協議会の非公開、過半数議決のルールを
変更すること」「徹底した低質調査なしでは浚渫計画を進めないこと」等の要望である。
会議の進め方や内容については住民の気になるところである。協議会は原則公開とするが、
開催日時や場所などは記者発表し、会議の内容は、請求があれば会議資料を配布するし、会議
終了後は議事要旨を県民局のホームページで公開するとしている。傍聴については、委員の率
直な意見交換や意思決定の中立性が損なわれないよう認めていなかった。この傍聴について公
開の要望があったのである。最終的には協議会の合意により、公開するよう変更されている。
６．対策の選定にかかる課題と方向性
上記のような、住民説明会や意見書、要望書、また協議会での議論の経過から、課題と方向
性が次のように整理された。
安全性、透明性、将来性への方向性
住民の安心・安全への配慮を最重点におきつつ、将来の盛り立て地のあり方への課題を協議
会で検討した結果、盛り立て地対策の方向性は、「安全性」「透明性」「将来性」の 3つの視点
から集約された。
安全性は住民にとって最も重要事項であり、透明性はその安全性を担保する方法である。し
かし現状のままでは将来安全であるとは言えず、将来の安全性に向けて対策とまちづくりを進
めるという選択をしたことになる。
「安全性」は、盛り立て地の将来にわたる安全性をより確実にすることができる対策を実施
する。
そのため、①現地封じ込めのＣ案を基本にした対策をする。②盛り立て地の管理体制の確保
として、対策後も盛り立て地の管理、モニタリングを実施していく体制を確保する。③PCB含
有固化土処理技術の情報収集として、対策後もPCBに関する技術情報の収集を継続する。これ
は、新技術により将来PCBの分解処理がうまくできるようになるかもしれない、という住民の
期待があるためである。
「透明性」は、住民と情報を共有し理解を進めながら、安全で透明性の高い盛り立て地対策
として実施する。
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そのため、①盛り立て地の現状や再整備計画の内容について広く市民に知らせるために市や
協議会が広報誌を発行して市民と情報共有していく。②事業実施に当たっては、工事の安全
性・透明性を確保するため、学識者による指導の下に県が監理・施工監理をし、環境監視体制
を構築する。そのために「高砂西港再整備技術専門委員会（仮称）」の設置を検討する。また
③実施に当たって、県、市、企業は地元住民に対する説明会を継続実施していくなど丁寧な対
応に努める。
「将来性」は、未来志向の高砂みなとまちづくりを見据えた活用を行い、負の遺産からの転
進を実現する。
そのため、盛り立て地の活用として、安全性を優先したみなとまちづくりを見据えた未来志
向の活用を進める。その基本的な考え方として、①盛り立て地の上は、基本的に立ち入り制限
とするなど、安全性を優先とした活用を検討する　②過去の歴史を構成に伝えるとともに、未
来にもつなげる活用を進める　③港湾整備や臨海部周辺と連携した、にぎわいある親水・水辺
空間として寄与できる活用を進める　④地元地域や環境保全に対して貢献できる活用を検討す
る。
以上のような盛り立て地対策の方向性をまとめている。その基本は、安全性を継続的に確保
し、未来に向けて負の遺産を反転していくための選択である。
７．高砂西港周辺みなとまちづくりの将来像
これまでの住民説明会や地域ミーティングでの住民の意見、PCB汚染土にかかる技術検討専
門委員会、高砂市、兵庫県の意見等を踏まえ、高砂西港整備推進協議会は、負の遺産を抱えた
まちから今後どのようなまちとして再生していくのかを、高砂港周辺みなとまちづくりの将来
像をまとめている。高砂西港整備の基本的な計画をつくる全体の構想になるものだ。「安心」
「元気」「未来」の 3つを柱に、「安心・元気を未来につなげる高砂西港みなとまちづくり」と
している。
まず「元気」につなげるために、次の 3つの将来像を構想している。①港湾機能の強化とし
て公共埠頭の浚渫と三菱重工業（株）専用埠頭の泊地の埋め立て、②アクセス道路の強化とし
て相生橋西詰め交差点の渋滞解消と新設道路の検討、③親水・水辺空間の創出として高砂西港
みなと公園（仮称）である。
この中で、公園は、高砂海浜公園とあらい浜風公園と水辺ネットワークの形成が考えられて
いる。工場地帯における海浜への水辺へのアクセスの欲求は、他地域にも多い。しかし、同地
区に整備が予定される公園は、PCBの盛り立て地に隣接しており、住民がもつ公園イメージが
どのようなものであるかが重要になる。
そこで、その要因になっている、「安心」のまちについての構想を見よう。検討段階で使用
されてきた「安全」という言葉が、「安心」へと変わっている。「安全」が科学的、技術的に保
障されていても、人間、住民にとって精神的、また安全であることが確保されるシステムが必
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要である。それが「安心」であり、安全から安心へ次の段階へと進めるものと考えられる。協
議会では、次のように構想する。
第一に、高砂西港盛り立て地の将来に向けた安全性の確保として 3点。①PCBの全量撤去や
現地分解処理と比較して、粉塵等の環境影響が小さく、かつ地震を想定した早期の対策実施が
可能な現地封じ込め対策を実施し、盛り立て地の安全性を将来にわたり、より確実にする。②
盛り立て地対策の実施にあたっては、工事の安全性、透明性を確保するため、学識者の指導の
下、県が設計監理と施工監理を行うとともに、適切な環境監視ができる体制を構築する。③盛
り立て地対策は、県と市の主導により、盛り立て地の適切な管理・監視等を行うとともに、周
辺環境のモニタリングを継続実施する。なお、将来、PCB含有固化土を安全に、かつ合理的な
コストで短期的に処理できる技術が開発された場合は、適用可能性について検討する、として
いる。
これは、住民にとって、安全性が確保されるとはいえ、本来的に目の前や地域にPCB固化土
の盛り立て地があることは不安要因であり、将来の可能性について言及したものとなっている。
第二に、情報を共有し理解しながら進めるまちづくりとして 3点をあげている。①再整備計
画策定後も対策・整備事業の実施に当たり、高砂西港再整備推進協議会を継続させる。②盛り
立て地の状況や再整備の進捗状況等を市民に広く知らせるため、積極的な広報を進めていく。
③対策・整備事業の実施にあたり、県・市・企業は、地元住民に対する説明会を実施していく
など丁寧な説明を継続する。
図１　盛り立て地対策のイメージ　　　　　（出典：「高砂市西港再整備報告書」）
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以上のように、安全を確保し、協議会という住民と県や市・企業との交渉・協働の場と、県
や市の設計・施工の管理と環境監視を置き、県・市・企業の役割と責任体制を構築することで、
「安心」を創っていこうとしている。（図 2）
さらに、こうしたPCBの盛り立て地という地域にとって“負の遺産”からの脱却は、未来に
どのようにマイナスを生かすかである。
そこで第二に未来に向けて環境負荷の蓄積から環境に寄与できるまちづくりをめざしている。
①安全性を最優先に活用し、盛り立て地の上は基本的には立ち入り制限にする。②過去の歴史
を後世に伝えるとともに未来につなげられる活用をする。たとえば、盛り立て地南側の公園予
定地に過去の歴史を継承できるよう配慮するなど。③環境に寄与するまちやイメージを変える
ために、太陽光発電のソーラーパネルを置くなど考えられている。また④港湾整備や臨海部周
辺と連携して賑わいのある親水・水辺空間に寄与できるよう、公園整備をする、としている。
しかし、公園整備も盛り立て地の隣接状況や、立ち入り制限をいう現実に、盛り立て地がある
限り、日常的に利用するだろうかは疑問が残る。現在は盛り立てられたという事実と経過を
知っている住民がいる限り伝えられるであろうが、分からなくなることの方が心配である。
戦前から高度経済成長期に工業地帯として中枢を担い、その経過の中で臨海部の埋め立てに
よる海岸線の消失、埋め立て地の工業立地によりPCBの低質土砂の汚染と浚渫による盛り立て
地の造成。特に汚染土の盛り立て地という負の遺産を、長年手付かずであったが、西港再整備
という街づくりの検討段階で、安全から安心へのまちづくりへの動きが開始されたと考える。
今後は更なるコストと安全と時間による選択と実施に当たっての事業主体と責任の明確化が求
められる。
図２　盛り立て地対策の実施体制　　　　　（出典：「高砂市西港再整備報告書」）
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また、長く封印状態であった盛り立て地のこれまでの経過をたどりながら、高砂西港再整備
協議会という住民、行政、企業、専門家の詳細な議論と住民説明会などの議論を通して、住民
の何が不安で問題なのかを深め、安全性、透明性、将来性を重要な視点として、盛り立て地対
策とまちづくりの方向性と方法を選択していったプロセスの中に、地域の負の遺産から安全と
安心へのまちづくりの転進が見られる。
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